
 
 

▽
こ
の
処
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
火
災
の
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。
不
注
意
か
ら
発
生
し
た

も
の
、
自
然
発
火
等
、
な
か
に
は
痛
ま
し
い
事

案
も
発
生
し
て
師
走
に
か
け
て
余
り
よ
い 

ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
な
い
今
日
こ
の
頃
で 

あ
る
。 

▽
今
年
一
年
を
振
り
返
れ
ば
一
言
、

災
害
の
多
い
年
で
も
在
っ
た
。
そ
れ
も
今
ま
で

類
を
見
な
い
強
烈
な
も
の
ば
か
り
で
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
在
り
方
自
体
も
強
固
な
考
え
を
持

っ
た
必
要
性
が
出
て
来
る
と
考
え
る
。
や
は
り

地
球
規
模
の
温
暖
化
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
事
は
皆
言
う
事
で
あ
る
。
も
う
手
遅
れ
だ
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
何
に
も
し
な
い
の
も
愚
の

骨
頂
で
あ
る
。
足
元
を
見
な
が
ら
地
道
に
環
境

問
題
に
取
り
組
み
後
世
の
方
々
に
骸
を
け
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

▽
一
方
で
新
天
皇
が
誕
生
し
象
徴
天
皇
の

今
ま
で
と
違
う
晴
れ
や
か
な
皇
室
外
交
を
見

て
心
が
和
ん
だ
事
は
有
難
い
事
だ
と
感
じ
た
。 

こ
の
ま
ま
平
和
な
時
代
が
永
く
続
い
て
頂
き

た
い
と
思
う
が
世
界
の
動
き
は
真
逆
な
方
向

に
あ
る
様
な
気
が
す
る
。
▽
令
和
二
年
を
干
支

の
初
め
の
年
と
し
て
様
々
な
面
で
初
志
貫
徹

で
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
今
年
一
年
組
合
と

し
て
、
協
会
と
し
て
無
事
故
で
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
本
年
の
締
め
く
く
り
と
し

た
い
。 

   

  

 (一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部 

①
年
末
年
始
無
災
害
運
動 

 

12
月
01
日
～
令
和
二
年
1
月
15
日 

 

令
和
元
年
度 

年
末
年
始
無
災
害
運
動
標
語 

『
令
和
最
初
の
年
末
年
始 

 
 

 
 

 

安
全
健
康 

心
に
誓
う
』 

で
す
。 

◎
年
末
年
始
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
生
活
の

リ
ズ
ム
も
変
わ
り
や
す
い
時
期
で
す
。
安
全
で

健
康
に
年
末
を
締
め
く
く
り
、
新
し
い
年
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
安
全
衛
生
活
動
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑴
非
定
常
作
業
の
災
害
が
多
く
な
り
ま
す
。 

⑵
普
段
使
用
し
て
い
る
保
護
具
の
再
点
検
。 

⑶
高
所
作
業
時
の
足
場
と
等
の
安
全
対
策
。 

⑷
路
面
、
工
場
内
気
温
の
変
化
で
転
倒
に
注
意 

⑸
冬
季
の
安
全
運
転
の
励
行
。 

 

②
事
故
報
告 

今
月
も
石
灰
石
関
係
の
事
故
報
告
が
在
り
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

★
死
亡
事
故
報
告 

11
月
15
日 

発
生 

岡
山
県 
石
灰
石
鉱
山 

二
次
破
砕
し
た
立
坑
が
詰
ま
り
、
そ
の
処
理
に 

対
応
し
た
2
名
の
内
1
名
が
突
然
崩
落
し
た 

落
石
で
罹
災
し
た
。 

 ③
令
和
2
年
度
安
全
標
語
の
募
集
に
つ
い
て 

応
募
部
門
は
、
小
学
校
低
学
年
部
門
、
同
高
学
年 

部
門
、
中
学
生
部
門
、
従
業
員
部
門
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
多
用
と
思
い
ま
す
が
、
多
数
の
応
募
を 

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

毎
年
、
募
集
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
は
残
念
な 

結
果
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
変
に
申
し
訳
な
く 

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
年
度
も
変
わ
り
新
た
な 

気
持
ち
で
挑
戦
し
て
下
さ
い
。 

提
出
期
限…

令
和
2
年
2
月
7
日(

金) 

提
出
先…

 

函
館
支
部
へ
提
出 

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任 

 
 

 

技
能
講
習
受
講
の
ご
案
内 

場
所…

札
幌
市 

 
 

 
 

か
で
る2

.7
 

(1
1
0

会
議
室) 

月
日…

令
和
2
年
2
月
18
日
～
19
日 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
既
に
案
内
配
布 

し
て
お
り
ま
す
仮
申
込
書
に
て
申
込
し
て 

下
さ
い
。 

 

②
令
和
元
年 

第
三
回
理
事
会
の
開
催 

令
和
二
年
一
月
二
十
二
日(

水) 

          

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

 

①
年
次
計
画
を
建
て
て
い
ま
し
た
研
修
会
を 

 

渡
島
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
商
工
労
働 

観
光
課
の
お
計
ら
い
に
よ
り 

働
き
方
改
革
関
連
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を 

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

既
に
、
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が 

日
本
砕
石
協
会
函
館
支
部
会
員
の 

事
業
主
、
総
務
担
当
者
、
事
務
担
当
者
を 

参
集
範
囲
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の 

ご
参
加
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

 

開
催
日 

令
和
二
年
二
月
十
七
日
㈪ 

午
後
二
時
か
ら
の
開
催
に
成
り
ま
す
。 

会
場
は 

 

渡
島
総
合
振
興
局
3
階
講
堂
に
て 

 

②
組
合
・
支
部
の
年
末
年
始
の
休
暇
お
知
ら
せ 

 

令
和
元
年
12
月
28
日
㈯
か
ら 

 

令
和
二
年
01
月
07
日
㈫
迄
で
す
。 

 

休
日
中
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご

連
絡
下
さ
い
。 

 

③
函
館
骨
材
販
売
協
同
組
合
の
荒
山
事
務
局

長
が
12
月
末
で
退
職
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
荒
山
事
務
局
長
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

六
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

   

事
務
局
よ
り 

 
 

 今
年
一
年
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り 

 

会
員
一
同
無
災
害
で
過
ご
す
事
が
出
来
ま 

し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
は
、
よ
り
一
層
お
役
に
立
て
る
よ
う 

励
む
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
御
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

 

レ
イ
年
よ
り 

 
 

ワ
っ
と
明
る
く
な
る 

 
 

 
 

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に 


